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第３回 大崎上島町振興基本計画審議会 議事要旨 

 

【開催概要】 

会 議 名  第３回大崎上島町振興基本計画審議会 

開催日時  令和６年６月 25日（火）13時 40分～14時 50分 

開催場所  大崎上島町本庁２階会議室（大崎上島町東野6625-1） 

 

出席者 21名 

氏名 団体名 役職 出席者 

有田 卓也 大崎上島町社会福祉協議会 会長 〇 

浅岡 法光 大崎上島町連合区長会 会長 〇 

児玉 昭彦 大崎上島町連合区長会 副会長 〇 

山田 泰三 大崎上島町連合区長会 副会長 〇 

信谷  裕 大崎上島町商工会 会長 欠席 

金子  仁 広島ゆたか農業協同組合 代表理事組合長 〇 

中村 修司 大崎内浦漁業協同組合 代表理事組合長 〇 

濱中 国雄 大崎上島漁業協同組合 代表理事組合長 〇 

下末 法子 大崎上島町商工会女性部 部長 〇 

岡田 太郎 大崎上島町商工会青年部 部長 〇 

中原 幸太 大崎上島町観光協会 会長 欠席 

逸見  真 広島商船高等専門学校 校長 〇 

西田 秀夫 大崎上島町農業委員会 会長 〇 

森本  儉 大崎上島町民生委員児童委員協議会 会長 〇 

堀  一朗 青少年育成大崎上島町民会議 会長 〇 

田房 明美 大崎上島町女性会 会長 〇 

末田 尚行 大崎上島町ＰＴＡ連合会 会長 欠席 

信谷 俊樹 大崎上島町議会 議長 〇 

水橋 直行 大崎上島町議会 副議長 〇 

閑田 大祐 総務福祉文教常任委員会 委員長 〇 

森若  厳 産業建設常任委員会 委員長 〇 

小田  博 大崎上島町 副町長 〇 

佐々木智彦 大崎上島町教育委員会 教育長 〇 

坂田  誠 大崎上島町 総務課長 〇 
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【開会】 

＜事務局 第３回大崎上島町振興基本計画審議会開会宣言＞ 

 

【１ 有田会長挨拶】 

＜有田会長挨拶＞ 

皆さんこんにちは。梅雨に入り、鬱陶しい毎日が続いています。 

 委員の皆様におかれましては、ご多用の中、第３回大崎上島町振興基本計画審議会にお集

まりいただき、誠にありがとうございます。 

さて、前回の審議会におきましては、現行の第２次計画に掲げられた「施策・事業につい

ての達成状況」や「今後に残された課題」について、また、「アンケート調査」や「ワーク

ショップ」に関する結果報告書について、事務局から説明がございました。 

本日は、こういった基礎資料をもとに作成した「基本構想案」について、事務局から説明

がございます。 

 午前中には、役場の係長級職員で構成する「庁内策定部会」も開催されたと伺っています。

さまざまな立場から意見を出し合って、より良い計画が出来上がることを期待している次

第でございます。 

 新たな総合計画の策定に向けて、本日も委員の皆様から忌憚のないご意見をいただけれ

ば幸いでございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【２ 委員・事務局紹介】 

＜事務局より各委員及び事務局職員紹介＞ 

 

【３ 協議事項】 

３－１【大崎上島町第３次長期総合計画基本構想（案）】 

会長 これより議事を進めさせていただきます。 

３の協議事項に入ります。「（１）大崎上島町第３次長期総合計

画基本構想（案）」について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 ＜資料１説明＞ 

会長 20ページの「まちづくりの主要課題」についてご意見をいただけれ

ばということでございます。 

①～④までの「まちづくりの主要課題」について、まちの課題とし

て足りない部分はないか、間違った書きぶりはないか、またそれぞれ

のお立場で思いつく課題などがございましたら、ご意見をいただけれ

ばと思いますが、いかがでしょうか。 

委員 広島県のレモン生産量は日本一と認識しています。広島ゆたか農業
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協同組合では大崎下島と大崎上島のどちらが多いのでしょうか。県内

でレモンといえば瀬戸田と言われています。「島のブランド力」を高

める上でもっとインパクトが必要と思い確認させていただきました。 

委員 広島ゆたか農業協同組合では、大崎下島地域の方が多いです。島単

位で言えば生口島（瀬戸田）のレモンが一番多いのですが、農協単位

で言えば、広島ゆたか農業協同組合が一番多いです。 

会長 続きまして、資料２について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 ＜資料２説明＞ 

会長 資料２の「将来像（案）」について、ご意見をいただければという

ことでございますが、いかがでしょうか。 

委員 将来像は 10 年間で変えず、現行計画と同じというのもありなのか

なと思います。 

会長 続きまして、資料３について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 ＜資料３説明＞ 

会長 資料３の「施策体系（案）」についてご意見をいただければという

ことでございました。 

新体系案の４つの柱、４つの柱の右に紐づく各基本施策、新体系案

の各名称について、またその他の新規提案などがございましたら、ご

意見をいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

委員 前回の審議会で、町内に居住する外国人は 236名と回答がありまし

た。その中には町内で働いている外国人もいます。技能実習制度が、

人材育成と人材確保を目的とした育成就労制度に変わります。国の指

針による影響は少なからずあると考えています。今後の状況も踏ま

え、外国人に対する施策をどのように考えているのでしょうか。 

事務局 国の指針によって、受入体制などが変わってくるとは思いますが、

詳細な取組については担当課と協議し、長期で働く外国人が増える状

況になれば、対応を考えていきたいと思います。 

委員 外国人が増えていくことが想定されますので、特定の資格取得者が

増えると考えています。その家族への対応も必要になると考えます。

大崎上島町役場では、バイリンガルの担当はいるのでしょうか。 

事務局 バイリンガルの担当はいないため、翻訳アプリで対応しています。 

委員 将来的には外国人も多く訪れると予想します。町としてインバウン

ドへの対応もアプリに頼るのではなく、対応できる人材育成や確保が

必要と考えます。 

事務局 検討していきます。 

委員 「雇用の創出」に関して、既存企業の振興策として考えていること



4 

はあるのでしょうか。あるいは企業誘致が含まれているのでしょう

か。定住移住促進には受け皿となる働く場が必要ですが、町内の企業

で雇用可能な人数がどれくらいか把握しているのでしょうか。また、

雇用の創出に関する企業誘致の考えはあるのでしょうか。 

事務局 大規模な企業を誘致することは難しいのが現状ですが、小規模のＩ

Ｔ企業等には進出していただいています。また、第一次産業の担い手

不足の解消に繋がる雇用をすることで、町としても IターンなどへＰ

Ｒしているところです。企業だけで雇用創出を進めるのは難しいた

め、基本計画において方向性を示していければと思います。 

委員 第一次産業を大切にするのは大事ですが、実際にはそれだけでは生

計を立てていけない現状から、流出に繋がっています。第一次産業で

全てを賄うのは無理です。町内の主要企業に対し、事業拡大などの協

議はしていないのでしょうか。 

事務局 特に進めていません。 

委員 そういったことも次期計画には盛り込んでいくべきだと思います。 

事務局 担当課と詰めて、情報収集などをして、次期計画に反映していきた

いと思います。 

委員 中高生アンケート結果を重く受け止めて、何か基本構想に入れてい

きたいと考えていますか。中高生が島を出た後、いずれ島に戻ること

に繋がっていないことが心配です。 

事務局 町広報紙にも掲載していますが、本町の人口構成はいびつになって

います。学生の年代は比較的多いのですが、それ以下の年代は先細り

となっています。雇用の面も含め、大人になった時に帰って来られる

島を目指して、危機感を持って、基本構想や基本計画に方向性を描い

ていきたいと思います。 

委員 町の移住促進施策は Iターン者が中心になっています。Ｕターン者

は島の良いところも悪いところも知った上で帰ってきます。はっきり

とわかるＵターン施策を進めることが重要であり、定住促進に繋がる

ものと考えます。 

事務局 Ｕターンへの施策は重要だと考えています。町として、奨学金や就

労支援金を出すなどの施策を実施していますが、今後はＤＸも活用し

て、Ｕターン者を増加させることを考えていきたいと思います。 

委員 町の課題は、今後の計画でもずっと大きくは変わらないと思いま

す。今回、示された町の課題で全て網羅されていると考えますが、外

国人の視点だけが足りません。町全体では、極端な例ですが、「教育

と介護の島」など思い切った施策も必要だと思います。また、観光で
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は神峰山という観光資源があります。これを活かして交流人口を増や

すことが必要と考えますが、道路が狭く車で行きづらいため、何か対

策はできないでしょうか。様々な施策において、町だけでできない場

合には、広域での取組も考える必要があると思います。 

事務局 観光ではインバウンドが主流になるという認識を持っています。周

辺市町等と一体で観光事業を考えていきたいと思います。なお、神峰

山は国立公園内で工事が難しいため、繁忙期は臨時信号で対応してい

ます。 

委員 神峰山は県にとっても財産です。町だけではできませんので、県や

国も巻き込んでやってください。 

委員 広島商船高専には約 600人の学生が在籍していますが、卒業後は全

員町外に出ていきます。「この島の環境が良くて、広島商船高専に入

ってよかった」と思っている学生が必ずいるはずです。卒業後に町内

での就職ができればよいと考えています。求人状況は非常に良く、学

生数の 10 倍くらいの求人がある一方で、町内の企業からの求人は少

ないため、もっと増やしていただければと思っています。そういう求

人があればバックアップするなど協力していきたいと思います。 

会長 最後に、今後のスケジュール等について、事務局から説明をお願い

します。 

事務局 ＜資料４説明＞ 

会長 ただいまの説明について、ご質問等はありませんでしょうか。 

各委員 ＜意見なし＞ 

会長 本日の議事については、以上となります。スムーズな進行にご協力

いただき、ありがとうございました。 

それでは、進行を事務局にお返しいたします。 

事務局 本日、大きく３つの項目について皆様にご意見を伺いましたが、こ

の場ですぐに答えるのはなかなか難しいこともあろうかと思います。 

つきましては、皆様の机上に、意見照会様式を配付させていただい

ていますので、ご意見等がございましたら、７月 11日（木）までに、

返信用封筒によりご提出いただきますよう、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

 次回の審議会については、事務局から委員の皆様に日程を調整させ

ていただいた上で、開催のご連絡を文書にてお知らせします。 

 


